
回弘仁·輯観文化の絵画書道
①絵画では(1. )の(.2. ) [3. 

描力‘れ固認(4-. )や (b. )の (6.
疇の世界観を表した(7. )が発達した。

|(1) 密応世界軍を独特な構図で描い恕ものは？ <
®書道では、裔嵐の書が広まリ、く8. >ｷ<9. >天皇
く10. >疇風の書の名手でのちに（1 1. )と称された。

8の書の代表としてく|2. >に宛てられた書酌で総『13. 』滋‘総。

（（）弘仁暉時代には唐風の書道がもてはやされる力＼その名手3人のこ
とを？ ( (2)(() と称され~3人は？ ( ) •( )・（ } 
回弘仁・輯観文化の文学
①弘仁・貞観文化では、文芸を中I凶として国家の繁栄を目指す (1午．
の思想が広まり宮宮廷では｝要文学が隆巫をきゎ麟。

詞ぷ袖漢詩文隻としてくI~. 這の命で．『16. 』か昂
麟らによって輝璽され．次に『17 』力、藤原冬嗣らにもで、さらI~
<18. >天皇の命で『1q_ 』力ゞ食誓箔位らによ，で編璽されに。

し缶I

③空海 1か羮詩文作威‘についでの評論知． 』や弟五直済が
が縞んだ空海の漢詩文集『21 』なと·にすぐれた文オを施揮し、督惰
道直も詩丈集『.22. 』を著した。

］のような仏画が
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®泣1まか現存する最古譴瓶舌集である『お

のくぉ ＞によつで編纂された。
む］ゞ（匁 ）寺



回弘仁・朝恒文化の学問・歴史書
①謬での学問も重んじ知、特に僻；苓を学ぶ祠喜島吋速I(/)歴史詮を
学ぶ裔伍譴が盛んになった。有ヵ詈族は一族その教育のぼI~、如薔答と
研究宝を兼ねた腔報であ~(16. )を認茉。

(1)平安時代初期に、贅族がそ釦浪めに證けた学寮を？ ( ) 
01す

®.26には藤原氏の(27. ＼楢氏の (2s. )、和気氏の位 ), 

謹緬（30. )なとが続。一方空海が創設した（31. ) 

は、庶民に対しても蓉責研月戸を開表ことで兌高い。

⑨歴史書では六国史（⑳）の2番目迂渚目までが編凜された。寺ず｀府7年に

成立した知． JI、次 1吋如年に威立した『33. 』、和次I~
869年に版立し~r3~. 』そして炉年に賊立した極．

が編菖された。 』

I(l)六国史の 2番目で、初年に版立した歴史書は？ ( ) 

＠密2年には、く％． ＞が穴国史の内容を部門別に分類した

『究 』ヵ、編濾された。
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